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回転する棒の描く図形・３ 

 

 図１のような長さが３㎝の細い棒ＡＢがあります。この棒を，両端ＡとＢを交代で中心にして回転させま

す。例えば，Ａを中心に９０度，Ｂを中心に９０度，Ａを中心に９０度回転させると，図２のようになりま

す。このように，回転させるときには直前の回転で通過した部分と重ならないようにします。 

 円周率を３.１４として，次の問いに答えなさい。 

 

   図１     図２        図３ 

 

 

 

 

 

（１）Ａを中心に回転するときは毎回５０度，Ｂを中心に回転するときは１回おきに５０度と１４０度で細

い棒を回転させることを，繰り返し行います。このとき，細い棒が通過してできる図形の面積は何㎝２

ですか。 

 

（２）Ａを中心に回転するときは毎回あああ度，Ｂを中心に回転するときは１回おきにあいあ度と 

あうあ度で細い棒を回転させることを，繰り返し行います。このとき，棒が回転したときにＢが中心と

なった位置を直線で結んでいったところ，１辺の長さが６㎝の正六角形ができました。 

   あああ，あいあ，あうあにあてはまる数を答えなさい（あいあはあうあ以下とします）。また，この

とき，細い棒が通過してできる図形の面積を求めなさい。 
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回転する棒の描く図形・３ 

（１）９１.０６㎝２ 

（２）あああ…６０，あいあ…６０，あうあ…１２０，１４１.３㎝２ 

 

（１）ある程度図をかいてみると，図①のようになります。○印をつけた角の大きさは２つで 

１８０－５０＝１３０（度）であり，○２つと５０度の和は明らかに１８０度です。また， 

１３０＋１４０＝２７０（度），３６０－２７０＝９０（度）です。 

 したがって，これを続けると図②のように正方形の周りを取り囲むような形になります。よって， 

３×３×３.１４×
５０×３＋１４０

３６０
×４＝９１.０６（㎝２）です。 

 

   図①            図② 
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（２）（１）からわかることを図③で考えてみます。Ａを中心として回転するときの角度とＢを中心として

回転するときの角度の片方が等しい場合，それをａ度とすると，ａと○２つの和は１８０度となるので

一直線になります。また，ｂと○２つの和は，１８０－ａ＋ｂであり，３６０－（１８０－ａ＋ｂ）＝

（１８０＋ａ－ｂ）度の角を直線がつくります。よって，図④のようにａを６０度，ｂを１２０度にす

ると，図⑤のように１辺の長さが３×２＝６（㎝）の正六角形ができます。よって， 

  あああ…６０，あいあ…６０，あうあ…１２０となります。 

 

   図③             図⑤ 

 

 

 

 

 

 

   図④ 

 

 

 

 

 

 

 

   このとき，細い棒が通過した部分の面積は， 

３×３×３.１４×
６０×３＋１２０

３６０
×６＝１４１.３（㎝２）です。 
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